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　田代川は太神山地の流れを集め、大津市上田上大鳥
居で大戸川に合流します。中流域に東海自然歩道が接し、
景勝、三筋の滝があります。
　信楽町から大津市上田上にかけて、花崗岩地帯がひ
ろがっていて、田代川流域も崩れやすく、岩地の多い、
地味の乏しい山地です。早春、木々の葉が芽吹く前、
マンサク、コウヤミズキ、タムシバの花が咲き出します。
コウヤミズキは花崗岩地帯にみられる植物で、黄色の
小さな花が房のように集まって、垂れ下がって咲きます。
滋賀県ではこの地域近辺にしか生育しない、分布上重
要種です。初夏には鈴鹿山地に咲くベニドウダンもみ
られます。近年まではヤマグルマの花も咲きました。
　夏、水のしたたり落ちる岩壁に咲くキンコウカも花
崗岩地に生える植物で、滋賀県が日本での分布の西南
限地になっています。湿地やその周りにカキランが咲
きます。

田代川に沿った道端には、いまなおコオニユリ、クモキ
リソウなど、野山でみることの少なくなってしまった花々
が咲くなど豊かな自然が残っています。
　山地や河川は林道の開発などの改変を受けやすく、そ
こで生きてきた生き物の生きる場所を狭めてきました。
田代川流域には、まだまだほかでは失われてしまった生
き物が息づいています。今後どのように保全していくかが、
大きな課題と思われます。

３日㈪、10日㈪、17日㈪
21日㈮、24日㈪、 31日㈪
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コウヤミズキ（谷悦男氏撮影）
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キンコウカ

甲賀市文化協会連合会文芸欄 今回は甲賀町文化協会から
お寄せいただきました。
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